


昭

和

三

十

四

年

六

月

二

十

六

日

位
の
真
摯
な
御
協
力
に
対
し
、

も
の
で
あ
る
が

、

本
書
は
、

会

長

宮

豊

隆

一

国
立
劇
褐
設
立
準
備
協
議
会
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衷
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

政
府
当

協

議

会

の

各

委

員

な

ら

び

妬

芸

能

各

界

関

係

各

昭
和
―
――
十
四
年
五
月
二
千
九

日
に
行
っ
た
国
立
劇
場
設
立
に
関
す
る
本
答
申
お
よ
び
昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
六
日

に

行

っ

た

国

立

劇

場

設

立

に

関

す

る

追

加

答

申

と

を

当

協

議

会

事

務

局

に

集

成

さ

せ

た

昭
和
三
十

一
年
七
月
当
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、

申
を
提
出
す
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
、

局
に
対
し
以

上

の
構
想
の
早
期
実
現
方
を
強
く
要
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
委
員
会
よ
り
の
諮
問
に
応
じ
、

は

じ

め

に

こ
れ
ら
の
答
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正
し
い
公
開
の
た
め
の
基
礎
的
店
業

資
料
の
収
梨
•
閲
森
．
記
録
事
祭

資
料
所
在
台
帳
の
作
成

資
料
の
買
収
・
収
集

公
閲
芸
能
の
記
録

古
典
芸
能
伝
承
者
の
差
成
お
よ
ぴ
芸
能
人
の
専
門
教
育

い
古
典
芸
能
伝
承
者
の
養
成

面

・
首

・
樅

・衣
裟

・
小
道
具

・
大
遥
具

・
楽
器
等
の
製
作
お
よ
び
修
理
技
術
者
の
養
成
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の
他
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立
劇
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成
す
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た
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（二）

教
育
を
行
い

さ
ら
に
、

楽
器
等
の
製
作
お
よ
び
修
理
技
術
者
の
養
成

芸
能
資
料
の
収
集

調
査
・
記
録
事
業
を
行
う
と
と
も
に

、
古
典
芸
能
伝
承

面

・

首

区

．衣
裳
・
小
道
具

・
大
道

具
・

者
の
養
成
お
よ
び
芸
能
人
の
専
門

の
現
代
芸
能
の
う
ち
、
特
に
価
値
の
高
い
も
の
を
、
最
高
の
陣
容
に
よ
り
上
演
し
、
こ
れ
を
低
料
金
で
公
開
す
る

雅
楽
．
能
楽
・
文
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・

基

礎

的

事

業

H

公

開

事

業

事 目

業

歌
舞
伎
，
邦
楽
・
邦
葬
・
民
俗
芸
能
等
の
古
典
芸
能
お
よ
び
、
音
楽
・
舞
踊
・
演
劇
・
歌
劇
等

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

国
立
劇
場
は
、

的

日
本
土
云
能
の
伝
統
を
正
し
く
保
存
す
る
と
と
も
に
、
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概
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し
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創
造
発
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面

稀

総

計

電
気
関
係
、
冷
暖
房
関
係
等
の
共
通
施
設
と
し
、

-
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七
写
一
（
坪

(
g
^
云
{
六
平
方
米
）

そ
の
面
祓
は
、

・

共

通

施

設

を
行
い
、

を
は
か
り
、

国
立
劇
場
の
公
開
事
業
に
資
す
る
と
と
も
に
、
諸
穏
の
方
法
に
ょ
り
鑑
賞
者
の
質
の
向
上
と
最
の
増
加

日
本
の
芸
能
文
化
を
振
興
さ
せ
る
こ
と
を
期
す
る
。

東
京
都
千
代
田
区
隼
町
と
し
、

古
典
芸
能
の
上
演
に
適
す
る
も
の
と
し
、
主
と
し
て
歌
舞
伎
・
邦

楽
・
邦
辞

・
民
俗
芸
能

・
新
派
•

海
外

芸
能
（
演
劇
等
）
等
を
公
開
す
る
c

そ
の
収
容
人
員
は
、

我
代
芸
能
の
上
浪
に
適
す
る
も
の
と
し
、
主
と
し
て
音
楽
‘

・
舞
踊
・
歌
戯
・
雅
楽

•
海
外
芸
能
（
音
楽
・

繹
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・
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扇
民
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芸
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す
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収
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人
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、
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人
程
度
と
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は
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ニ
坪

~

（
二
2
-
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0
乎
方
米
）
程
度
と
す
る
。

小
戯
場
向
き
の
芸
能
の
上
演
に
適
す
る
も
の
と
し
、
主
と
し
て
文
楽
・
邦
楽
・
邦
舞
•
新
戯
（
児

童
劇
等

•
海
外
芸
能
（
派
劇

•
音
楽
・
舞
踊
等
）
等
を
公
開
す
る
。

と
し
、
面
積
は
、

そ
の
面
積
は
一
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-l
＿
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坪
と
す
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お
よ
び
狂
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程
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す
る
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養
成
・
管
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関
係
施
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正
し
い
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開
の
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め
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荼
礎
的
事
業
を
完
全
に
実
施
し
う
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し
、
そ
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面
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-
＝
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程
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す
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。
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(l) 国立劇 場基 本構 想表 解
34. 6. 26 

目的；日本芸能の伝統乏正しく保存するととも 1こ、新しい芸能の創造発展をはかることを目的とする。

｀ 
I :Ir I 頂 IV l V VI 

第一劇場 第二劇場 第 三 刷 場 能楽堂
資料・調査 ・養成

共通施設
管理関係施設

施設別目的 古典芸能 現代芸能 小劇場向芸能 能 ・ 狂 言
資料・詞造．芸

共通附帯設備
成．管理

歌舞伎 音 楽 文 楽 能

邦 楽 舞 踊 邦 楽

邦 舞 歌 劇 邦 舞 狂 一毎
上演種目

新 派 雅 楽 新 劇

民俗芸能 等 等

等 l 
収容介息 1,500 2,000 800 700 

(,) （口） しす (1) （口） り ff} （口） 0 (1) （口）り ~)(1-l}•• （二） 約 （口）

観舞楽 観 舞 楽 観 舞楽 饒 舞楽 資調養 管 電 懐

客
台屋

客 ムロ 屋
客 台屋 客 台屋

査 理
気

械

席 席 席 席
料ge成 oo 腐l

面 関 関 関 関
関、関

関
関関 炭l 関 関 関録関 係 関 係

関 そ そ
係 係係 係 係 係 係 係係 係 係 係 係係係 c 係 C) 

他 他
： 

： ： 
： 7 ： 

： ： 
： ： ： 

積 ： 

： ... 
： ... 

： 
9 ・．'＇ ’ 9 9 ．ヽ ..・
... 
. " - -

＾ ^ ＾ ゚＾ ^  
: : : 

：^ 
九

＾ 
卓 五 ご

¥ -I : 
： 

六 六 cっ 四 ョ ： 

汎
七 六 九 七 三三 ： 

芭 芭 芭 邑 毬 芭
．． ．． 

例

| ^ 
,• 

＾ ＾ 
： 

る ： lr-、

＾ 
. ̂ 

＾ 國 四 三

二 七九 四

＾ 六九土Qミ
六ユ二 ユ

＇純

彎心麟 >
芭芭拐

九

゜
ユ

観 一九 包巴芭 包
客

扇瓢ゞ・: I 
を拐

席
の
面
積

3,642坪 4,912坪 1,903坪 1,077坪 2,125坪 1,097坪

12,019平方米 ，16.210平方米 6,280乎方米 3,554平方米 7,013平方米 3,620乎方米

総 面 積 14,756坪 48,696乎方米

9のふ日盈飩
歌舞伎座 グラン ドオペラ

（仏）

9.7 倍 9.8 倍 9.5 偕 6.2 倍 4.4 倍 1 2.7 倍
倍率

-1 ~- ・

-----•-—マ
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第

国

立

劇

場

設

立

基

本

構

想

部
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ー

‘
 

•.•• 

4

4

ー遍
濯
＂
＇
ー

I

＝ 
一施

設
の
名
称
は
、
国
立
劇
場
と
す
る
。

国
立
劇
場
は
、

目

的

名

称

＇ 
J
、

日
本
芸
能
の
伝
統
を
正
し
く
保
存
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
芸
能
の
創
造
発
展
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

芸
能
に
関
す
る
国
立
の
総
合
的
な
公
開
施
設
を
設
置
す
る
。

設

、
匿

J

彊．＇

-1 6 -
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宍

9 ` a 全戸

3. 2. ー

(2) 

音
楽
・
舞
踊
・
歌
閣
・
民
俗
芸
能
等
を
公
開
す
る
。

ハ
、
悔
外
芸
能

雅
楽
等
を
公
開
す
る
。

ロ
、
古
典
芸
能

音
楽
・
舞
踊
・
歌
悶
等
を
公
開
す
る
。

イ
、
現
代
芸
能

ハ
、
栂
外
芸
能

ロ
、
現
代
芸
能

イ
・
、
古
典
芸
能

第
一
劇
場

公
開
場
所
別
公
開
芸
能
種
目

,
1
,
 

ー,1, 

雅
楽
・
能
楽
・
文
楽
・
歌
舞
伎
・
邦
楽
・
邦
舞
・
民
俗
芸
能
等
と
す
る
。

国
立
闊
楊
に
お
け
る
公
開
、
地
方
巡
回
公
開
を
通
じ
公
開
さ
れ
る
芸
能

イ
、
古
典
芸
能
お
よ
び
発
展
の
期
待
さ
れ
る
現
代
芸
能
の
も
っ
樅
目
・
曲
目
の
う
ち
、
価
値
の
古
回
い

イ
、
特
に
芸
術
性
の
高
い
芸
能
を
最
高
の
陣
容
に
よ
り
公
開
す
る
。

9

9

曹

9.,
＇
・
'
,
＇

•9, 

,、.,'・’、

9
,
1
,
9
,

ロ
、
民
俗
芸
能
の
う
ち
特
に
文
化
財
的
価
値
の
高
い
も
の
を
公
開
す
る
。

歌
舞
伎
・
邦
楽
・
邦
舞
・
民
俗
芸
能
等
を
公
開
す
る
。

新
派
等
を
公
開
す
る
。

荻
瑚
等
を
公
即
す
る
。

第
二
戯
場

③
悔
外
劇
場
に
お
い
て
公
開
さ
れ
る
芸
能

ロ
、
悔
外
芸
能
の
う
ち
、

俊
秀
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
公
開
す
る
。

も
の
を
最
良
の
条
件
で
公
開
す
る
。

(1~ 公
開
の
基
本
方
針

音
楽
・
茄
踊
・
被
闊
・
吹
劇
・
民
俗
芸
能
等
と
す
る
。

(8) 

音
楽
・
舞
踊
・
梱
闊
・
歌
剌
等
と
す
る
。

悔
外
芸
能

②

現

代

芸

能

古
典
芸
能

公
開
芸
能
の
範
囲

）
 

ー
、
1
,

H
公

開
半
シi=

事

業

9.・3會

r， レ

-1 8 - -1 7-
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(3) (2) 

別
に
定
め
る
。

④

能

楽

堂

別
に
定
め
る
。

第
三
爛
場

別
に
定
め
る
。

第
二
崩
場

別
に
定
め
る
。

①

第

一

割

楊

公
開
日
数

雅
楽
・
能
楽
・
文
楽
・
歌
舞
伎
・
邦
楽
・
邦
舞
・
民
俗
芸
能
等
を
公
開
す
る
。

音
楽
・
舞
踊
・
演
隅
・
歌
閾
等
を
公
開
す
る
。

音
楽
・
舞
踊
・
演
剃
・
歌
削
・
民
俗
芸
能
等
を
公
開
す
る
。

ィ
、
古
典
芸
能

雅
楽
・
能
楽
・
文
楽
・
歌
舞
伎
・
邦
楽
・
邦
舞
・
民
俗
芸
能
等
を
公
開
す
る
。

ロ
、
現
代
芸
能

音
楽
・
舞
踊
・
演
崩
・
歌
劇
等
を
公
開
す
る
。

⑱

海

外

劇

楊

ハ
、
海
外
芸
能

ロ
、
現
代
芸
能

ー20-
・ウ

ィ
、
古
典
芸
能

⑮

地

方

悶

場

能
お
よ
び
狂
言
を
公
開
す
る
。

（
巡
回
公
開
）

④

能

楽

堂

-19-

; ， 

、··^—--”―---J_.．-4. ．．-- --→--------・--・--

演
劇
•
音
楽
・
舞
踊
等
を
公
開
す
る
。

ハ
、
海
外
芸
能

新
闊

（
児
章
劇
等
を
含
む
）

等
を
公
開
す
る
。

ロ
、
現
代
芸
能

文
楽
・
邦
楽
・
邦
舞
等
を
公
院
す
る
。

ィ
、
古
典
芸
能

③

第

三

劇

場



I
 I
 

(8) (2) 

ロ
、
上
演
芸
能
の
テ
レ
ビ
、中
維
を
行
う
。

イ、

上
演
芸
能
の
ラ
ジ
オ
中
継
を
行
う
。

二
、
学
生

•

生
徒

・

ロ
、
託
児
室
を
設
け
る
。

イ
ヤ
ホ
ー
ン
解
説
付
鑑
賞
席
を
設
け
る
q
.

―
-
、
医
療
室
を
設
け
る
。

ホ
、
食
堂
、
売
店
を
設
け
る
。

・一
般
へ
の
サ
ー
ビ
ス

、‘
•
ノ ィ

、
楊
外
無
料
休
憩
室
を
設
け
る
。

鐙
賞
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス

へ
、
尊
用
バ
ス
を
設
催
す
る
。

＊
、
地
方
人
観
客
へ
の
入
場
券
の
入
手
を
斡
旋
す
る
。

児
函
の
た
め
の
特
別
低
料
金
公
開
日
を
設
定
す
る
。

，，ヽ
ヽ

入
場
券
の
簡
易
入
手
制
度
を
確
立
す
る
。

ロ
、
支
持
会
員
制
度
を
砲
立
す
る
。

イ
、
上
派
計
西
を
早
期
に
発
表
す
る
。

①

入

場

の

た

め

の

サ

ー

ピ

ス

6

公
開
に
関
す
る
各
穂
サ
ー
ビ
ス

．．
 ヽ
9

,

．’~

.
,
1

,

、
.

｀

．

,
．

9
,

暴
t
.
‘

,

．．
 
,a

.,

．．

．

．．,＇
,．
9
・

，
．．
 

↓

9
 ..
 i

1

.

 し＇

地
方
扇
楊
に

②

地

方

悶

場

お
け
る
公
帥
料
金
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

な

ぉ
ヽ

海外芸能の公開料金については別に定める。

級
C B A. 

級級級 別

三六八
五 0 0 
0 0 0 
円 円円 等

ニ四五
0 0 0 
0 0 0 
FJ 円 円 等

---
〇 五 0
0 0 0 
円 ‘円 円 等

と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
に
迎
用
す
る
。

国
立
閤
褐
に
お
け
る
公
開
料
金
は
、

①

国

立

隊

場

5. 

公
開
料
金

• (6) 

別
途
計
面
す
る

海
外
隅
功

別
途
計
画
す
る

9

⑮

地

方

刷

場

公
開
に
被
す
る
経

． ． 

痰
そ
の
他
の
条
件
を
考
慮
し
て
次
表
を
標
準

-2 2- ー21-
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戸）

ー 4. 3. 

(1) 

芸
能
の
普
及

芸
能
の
普
及
奨
励

諸
種
の
方
法
を
講
じ
て
鑑
賞
者
の
質
の
向
上
と
批
の
増
加
を
は
か
る
。

行
う
。

(2) 

芸
能
人
の
専
門
教
育

不
適
当
な
も
の
に
つ
い
て
は
国
立
劇
場
が
こ
れ
を
行
う
。

資
料
の
買
取
・
収
集

散
逸
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
衰
重
な
資
料
を
収
集
・
整
理
す
る
。

日
本
の
古
典
芸
能
の
伝
承
者
の
養
成
は
、

東
京
芸
術
大
学
に
所
要
の
学
部
又
は
学
科
を
設
け
て
、
組

織
的
か
つ
合
理
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
、
東
京
芸
術
大
学
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
不
充
分
、

芸
能
人
の
専
門
教
育
に
つ
い
て
は
東
京
芸
術
大
学
に
所
要
の
学
部
又
は
学
科
を
設
け
て
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
、

国
立
崩
場
の
公
開
に
直
接
関
係
す
る
専
門
教
育
に
つ
い
て
は
国
立
劇
場
が
こ
れ
を

面
・
首
．

g
．
衣
裳
・
小
道
具
・
大
道
具
・
楽
器
等
の
製
作
お
よ
び
修
理
技
術
者
の
養
成

面
・
首
・
意
・
衣
裳
・
小
道
具
・
大
道
具
・
楽
器
等
の
製
作
お
よ
び
修
理
技
術
の
伝
承
者
が
絶
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
等
の
伝
承
者
の
養
成
を
計
画
的
且
つ
合
理
的
に
行
う
。

鑑
賞
者
の
質
の
向
上
と
最
の
増
加

そ

の

他

国

立

劇

掲

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

の

忘

業

①

古

典

芸

能

伝

承

者

の

養

成

2

古
典
芸
能
伝
承
者
の
養
成
お
よ
び
芸
能
人
の
専
門
教
育

国
立
劇
場
で
公
開
さ
れ
た
芸
能
を
記
録
し
、
資
料
と
し
て
保
存
す
る
。

④

公

開

芸

能

の

記

録

資
料
を
整
理
し
、

上
被
基
礎
台
帳
を
作
成
す
る
。

⑧

上

演

基

礎

台

帳

の

作

成

(2) 

等
の
資
料

（
以
下

「
資
料
」

と
い
う
。
）

の
精
細
な
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

大
学
・
研
究
所
・
図
困
館
・
博
物
館
・
家
元
・
そ
の
他
が
所
蔵
す
る
台
本
・
演
技
•
音
楽
・
扮
装
・

舞
台
美
術
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
伝
承
等
に
関
す
る
文
書
・
図
害
・
写
真
・
楽
譜
・
絵
画

①

資

料

所

在

台

帳

の

作

成

1

資
料
の
収
集
・
調
査
・
記
録
事
業

⇔

正

し

い

公

開

の

た

め

の

基

礎

的

事

業

ハ
、
集
会
室
等
を
優
先
的
に
捉
供
す
る
。

ロ
、
招
待
券
、

出
版
物
を
贈
呈
す
る
。

ィ
、
保
持
す
る
芸
能
の
公
開
の
場
を
優
先
的
に
提
供
す
る
。

④
重
要
焦
形
文
化
財
保
持
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

ハ
、
上
演
芸
能
の
映
画
記
録
の
中
央
↑
地
方
で
の
公
開
を
行
う
。

•
音
盤
・
映
画

-2 4-
ー25-
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鼻’.,
ヽ

（四） （三） （二） （一） 施

ー

技
術
等
の
粋
を
尽
し
た
、

国
立
の
芸
能
殿
棠
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
。

東

京

都

千

代

田

区

隼

町

と

す

る

。

几
又

吾
口

4

そ

の

他

(2) (1) 

イ
、
芸
能
購
習
会
を
開
催
す
る
。

二
、
試
聴
会
を
開
催
す
る
。

ホ
、
試
写
会
を
開
催
す
る
。

イ
、
自
主
公
開
に
支
障
の
な
い
場
合
は
、
第
一
劇
場
・
第
二
劇
湯
•
第
三
劇
場
・
能
楽
堂
を
貸
与
す
る
。

各
種
道
具
類

ィ
、
衣
裳
類
を
貸
与
す
る
。

ロ
、
道
具
類
を
貸
与
す
る
。

芸
能
人
の
福
利
厚
生

共
済
事
業
の
援
助

共
済
制
度
の
確
立
を
扱
助
す
る
。

芸
能
人
お
よ
び
団
体
へ
の
財
政
的
扱
助

設

置

の

場

所

敷

地

の

面

租

1
 

0‘-i
―
七
七
坪
と
す
る
。

施

設

の

体

様

施
設
の
規
校
・
内
容
・
面
釈
等
は
国
立
隅
場
の
行
う
事
業
を
十
分
に
遂
行
し
得
る
も
の
と
し
、
廼
築
の
平
面
・

構
造
・
設
備
・
意
匠
等
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
国
立
劇
場
等
の
施
設
を
も
参
考
に
し
、
わ
が
国
の
科
学
・
芸
術
・

施
設
の
種
類
・
規
模
・
面
積

施
設
の
種
類
・
規
模

5
 

＾
、
機
械
器
具
類
を
貸
与
す
る
。

(2) 

ロ
、
自
主
公
開
に
支
障
の
な
い
場
合
は
、
稽
古
場
を
貸
与
す
る
。

①

各

種

施

設

2

各
稲
施
設
・
道
具
類
の
低
料
金
貸
与

俊
秀
演
技
者
に
対
す
る
授
賞
制
度
の
制
定
を
考
慮
す
る
。

(2) 

芸
能
の
奨
励

ト
、
芸
能
指
諒
員
を
派
造
す
る
。

へ
、
話
種
芸
能
図
書
等
を
刊
行
す
る
。

ハ
、
芸
能
教
室
を
開
設
す
る
。

ロ
、
芸
能
諧
演
会
を
開
催
す
る
。

- 2 6 -
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、

児

室

→ヽ9

禾

内

所

玄

関

ホ

ー

ル

切

符

売

場

所
要
施
設
名

観

席

幼
児
一
五
人
程
度
収
容
の
こ
と
。

ス

歌
舞
伎
・
邦
楽
・
邦
鉗
•
新
派
・

民
俗
芸
能
等
の
上
演
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
そ
の
収

容
人
員
は
一
●

ィ
、
穀
客
席
関
係

五

0
0
人
程
度
と
し
、

距
離
が
ー
ニ
間
以
内
で
あ
る
こ
と
を

案
す
る
こ
と
。

ooロ
部
の
造
音
、
遮
光
に
留
意
す

る
こ
と
。

理
想
と
し
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
考

2

各
座
席
は
、
舞
台
端
線
よ
り
の
視

摘

要

1

鋭
客
席
は
、
方
形
に
す
る
こ
と
。

七

工 七

基
準
坪
数

i
l

―
七
五

稜

算

基

礎

一
人
当
0
、。
-＿
五
坪
x
-‘
Ill
O
 0

人

延
坪
ほ
、

三
｀
七

0
0
坪
程
度
と
す
る
こ
と
。

(
-
‘
＾
六
七
坪
）

一
人
当
O
・
O
f;J

坪

X
-、五
0

0

人

一
人
当
O•
f
f
l
坪
x
-
H
人
＋

l―
―
坪

施
設
の
面
積

,
1
,
 

ー,‘,＇,
 
第

印j

渇

2. 

電
気
関
係
、
冷
暖
房
関
係
等
の
共
通
施
設
に
利
用
す
る
も
の
と
す
る
。

⑥

共

通

施

設

る
に
充
分
な
も
の
と
す
る
。

④

能

楽収
容
人
員
は
七

0

0

人
程
度
と
す
る
。

資
料
・
調
査

・
養
成

・
管
理
関
係
施
設

(5) (3) (2) (1) 

正
し
い
公
開
の
た
め
の
基
礎
的
事
染
を
完
全
に
実
施
し
う
る
も
の
、

(

I
 

~
、
七
五
六
坪
）

(--r
k

g

二
坪）

堂

第
一
朗
場

日
本
の
古
典
芸
能
の
上
演
を
主
と
し
た
も
の
と
し
、

第
二
崩
湯

度
と
す
る
。

そ
の
収
容
人
員
は

一、エ

0

0

人
程
度
と
す
る
。

現
代
芸
能
の
上
派
を
主
と
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
収
容
人
員
は

二
、0

0
 
0

人
程
度
と
す
る
。

第
三
隅
湯

文
楽
・
新
劇
等
小
爛
場
向
の
芸
能
の
上
演
を
主
と
し
た
も
の
と
し
、

そ
の
収
容
人
員
は
＾
0

0

人
程

な
ら
び
に
国
立
闊
場
を
管
理
す
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そ
の
他
及
び
廊
下
・
階
段

怠 工

犀

ス

カ

レ

ー

ク

ー

手

洗

・

便

所

痛

殴

室

ーフ

ジ

オ

関

係

室

テ

レ

ビ

関

係

室

楊

内

放

送

室

映

写

室

at 

">ハ

明

室

仮

楊

孫

揚

幕

花

追

音

据

調

整

室

監
咽
室
（
監
亭
室
）

売

店

喫

茶

室

食

堂

休
憩
喫
煙
室

・遊
歩
廊

特

別

室

事

務

室

下

足

預

くー丙”

外
套
携
帯
品
等
預
所

る
こ
と
。

掃
除
用
具
等
を
収
納
出
来
る
よ
う
に
す

照
明
操
作
室
は
、
全
舞
台
が
見
え
る

5

す
っ
ぼ
ん
を
備
え
る
こ
と
。

2

長
さ
は
r

約
一

0
問
程
度
と
す
る
こ
と
。

t

花
道
は
、
舞
台
端
線
に
対
し
直
角

全
舞
台
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
設
け
る
こ
と
。

一
般

二
人

適
宜
に
区
劉
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

全
舞
台
が
見
え
る
よ
う
、
な

る
べ
く
中

央
に
お
く
こ
と
。

に
設
け
る
こ
と
。

（
仮
花
道
は
、

可
励
で
あ
る
。
）

と
こ
ろ
に
設
け
る
こ
と
。

ペ
ッ
ト
を
設
け
る
こ
と
。

と。
武
賓
の
応
接
に
適
す
る
よ
う
に
す
る
こ

謀
長
一
人
、
斑
長
一
人
、

管
し
得
る
こ
と
。

収
容
人
良
の
五
困
程
度
分
の
も
の
を
保

'，9, ． 
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七
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一
立 工
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〇コ ュ
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0
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一
人
当
0
0
ニ
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0

人
X
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出

待

室

出
語

．
囃
子
方
楽
屋

演

出

関

係

者

室

所
喪
施
設
名

演

技

．
者

楽

屋

2, t

四

0
人
程
度
を
収
容
出
来

る
こ
と
。

演
出
家
室
を
設
け
る
こ
と
。

二
0
人
程
度
を
収
容
出
来
る
こ
と
と
し

、

防
漉
に
籾
意
す
る
こ
と
。

ヽ
．^．
 

を
含
む
こ
と
。

し
｀
個
室

（
三
坪
以
上
）

1
0
室
以
上

裔

要

』

'

二

0
0人
程
度
を
収
容
出
来
る
こ
と
と

1
 

0
 

,0 

I
 

0
 

茎
準
坪
数

――
四

0

稼

算

基

硯

一
人
当

一・

ニ
坪

x11
0
 
0

人

意
す
る
こ
と
。

り
楽
屋
の
雑
音
が
外
部
に
洩
れ
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

一
人
当
0
．
エ
坪

x
―1
0

人

一
人
当
0
．エ

坪

X
四

0

人

回
演
技
者
の
出
入
、

褒

方
の
出
入
、

道
具
材
料
の
搬
出
入
が
観
客
の
出
入
と
交
鎧
し
な
い
よ
う
に
留

⑭
楽
歴
は
、

葬
台
に
出
来
る
だ
け
近
く
設
け
る
こ
と
。

ハ
、
楽
屋
関

係

〈

O

九
坪
）

そ

の

倉 手

洗

・
使

他庫所

-
0
o
-

四

{

九

二

O

坪

x・゚O
立

`̀4 ..
 

―
 

照
明
機
器
室

・
挫

室

小

道

具

室

・

控

室

大

道

具

方

控

室

大

道

具

製

作

室

舞

台

監

沓

室

奈

落

所
要

施
設

名

舞

台

探

さ
は

、

二
拙
以
上
と
す
る
こ
と
。

分
な
面
稜
を
と
る
こ
と

摘

演
枝
、
固
出
｀

要

認
台
転
換
の
た
め
の
十

I
 

0
 

I
 

0
 

六

i

九 il̂
g
 

基
準
坪
数

⑯
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
を
仮
設
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

い
迫
り
上
げ

・
ホ
リ
ゾ
ン
ト

（
可
動
）

等

を
設
け
る
こ
と
。

紺
舞
台
転
換
機
構
は
、

回
郷
台

8

迫
径

八
間
以
上
）

⇔
虹
梁
は

、

可
勁
と
す
る
こ
と
。

伺
簑
の
子
の
高
さ
は
、

り
チ
ョ
ボ

床

・
下
座
は
、

可
動
と
す
る
こ
と
。

1
0
問
程
度
と
す
る
こ
と
。

け

プ
U

七

ニ
ア
ム
ー
の
巾
は

、

ロ
、
舞
台
関
係

―
二
間

九

{
六
坪
）

-
＝-
r
x
r̂x=-
＋
―1
0

坪

-
＝-
r
x^
間

XII

旗

算

甚

礎

-

l

＿
間

x̂
間

xg

に
重
点
を
お
く
こ
と
。

程
度
、
嵩
さ
ほ
＝
西
ウ
~
四
閲
の
可
励
と
す
る
こ
と
。
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下

足

預

所

外
套
携
帯
品
郷
預
所

,,.. 

．・

町や ・

託

児

室

案

内

所

玄

関

＊

1
 
Iレ

切

ー
符

売

鋭

客
ィ
、
観
客
席
関
係

席雙

と。

婆
．

開
口
部
の
遮
音
、
遮
光
に
留
意
す
る
こ

摘

I
 

O
 

一
工

一
人
当
O
・l
f
l
坪
x
―
1
0
人
＋
―
―
―
坪

I
 

O
 0
 ＾ 

基
準
坪
数

一

稼

算

基

礎

工

0
0
，
一

人
当
0
.
――

三

坪

X
i-
‘
0
O
0
人

二、

0
0
0
人
程
皮
と
し
、
延
坪
は
、
五
、

0
0
0
坪
程
度
と
す
る
こ
と
。

9

,

99ー・`
．‘5.9,，

一

ー

：

9t
'

’

―

-

．―
-
•• 
，'
 

ペ

そ
の
他
及
び
廊
下
・
陸
し
＿

g
第
一
＿
GIJ
忍

(
g、九

i
-
＿
坪
）

音
楽
・
舞
踊

・
歌
劇
．
雅
楽
等
の
上
演
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
そ
の
収
容
人
員
は
、

所
要
施
設
名

幼
児
二

0
人
程
度
収
容
の
こ
と
。

(＝
-‘
=
＿
四
―
―
坪）

収
容
人
員
の
五
割
程
度
分
の
も
の
を
保

管

し
得
る
こ
と
。

s

一
人
当
O
・O
Ill

坪
X
二
、
0
0
 0
人

一
人
当

k)
Ilエ
坪
x
-
r
o
0
0
人
X
0
.工

廊
下
は
、
巾
を
広
く
と
る
こ
と
。

工

レ’

倉 ・

H

O

 

＾
 

一

六

l

-

手，燿

洗

談

便

所
室

応

接

室

受
付

．
楽
屋
事
務
室

玄

関

楽

器

庫

稽

古

場

理

髪

室

浴
室

・
シ
ャ
ワ
ー
室

tJ ヽ

裂

室

衣

袋

室

床

山

部

座

慮
す
る
こ
と
。

2

外
部
か
ら
の
祗
接
出
入
の
便
を
考

を
含
む
こ
と
。

―
二
r
x
八
間
程
度
の
広
さ
の
も
の

ー

ハ
つ
程
度
を
設
け

、

設
け
る

.
•
.
J

,

と
。

そ
の
中
に

浴
室

は
、
男
女
別
に
大
小
二
檀
程
度
を

-

K
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1
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六

四

p
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-
r
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間
＋
＾
0

坪

坪

X
O
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茄

台

監

祖

室

奈

落

所
要
施
設
名

舞

台 J

と。

ー
ニ
五
人
程
度
収
容
の
も
の
で
可
勤
と

す
る
こ
と
。

深
さ
は
、

五
問
以
上
と
す
る
こ
と
。

分
な
面
稼
を
と
る
こ
と
。

摘

従
技
、

航
出
、

要

稀
台
転
換
の
た
め
の
十

五

0

立

0

0
 

六

0
.
0

基
準
坪
数

一
人
当
0
．
匹
坪

x
-
＝lH
人

1

0

問
X

I

0

問
X
五

I
 0
間
X
I
O
~
X
六

稜

算

基

礎

（二）
ホ

リ

ソ
ン'

卜

（
可
動
）

・
反
咎
板

（
可
動
）

プ

ロ

ン

プ

ク

ー

ポ

ッ

ク

ス

＇ 

り
舞
台
転
換
櫻
構
は
、
昇
降
引
蝶
台
に
凪
点
を
お
く
こ

と
。

6
 

3
 

（
可
動
）
等
を
設
け
る

—

何
笠
の
子

の
森
さ
は

一
九
•
五
間
以
上
と
す
る

こ
と
。

的
プ
ロ
セ
ニ
ア
・
ム
の
巾
は
｀
｀

-
0
蘭
程
度
、

高
さ
は
、
六

•

五

ス

カ

レ

ー

ク

ー

間
程
度
と
す
る
こ
と
。

ロ

舞
台
関
係

、
五
工

七
坪
）

そ
の
他
及
び
廊
下

・
階
段

倉

即

工

る
こ
と
c

掃
除
用
具
等
を
収
納
出
来
る
よ
う
に
す

手

洗

便

所

Vぶ

フ

ブL、 ュ ヱ

心．

0

--

i 

看

設

室

ラ

ジ

＊

関

係

室

テ

レ

ビ

関

係

室

場

内

放

送

室

映

写

室

照

明

室

音

糊

．調

整

室

監
督
室
（
監
事
室
）

売

店

喫

茶

室

食

堂

休
憩
喫
煙
室
・
遊
歩
廊

特

別

室 室

ペ
ッ
ト
を
設
け
る
こ
と
。

J

ろ
に
設
け
る
こ
と
。

照
明
操
作
室
は
、

全
舞
台
が
見
え
る
と

全
舞
台
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
設
け
る
こ
と
。

な
る
ぺ
＜

事

務 ・

全
舞
舞
台
が
見
え
る
よ
う
、

中
央
に
お
く
こ
と
。

適
宜
に
区
捌
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

と。 斑
長
一
人
、

貴
賓
の
応
接
に
適
す
る
よ
う
に
す
る
こ

一
般
二
人
、

五 ュ
1
 

0
 

K
o
 ＾ 

ュ
工

0 -^O 
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0
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四

0 四
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0

0

人
X
0
・11
X0・111

坪
＋
＾
0

坪

斑
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一
入
坪
X
一
人
十
一
般
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坪

x――人

一
人
当
O
・
一―-坪
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0

0
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人
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玄 楽

器

関 扉

合

唱

練

習

室

稼

古

場．

浴
室

・
ッ
ャ
ワ
ー
室

す
る
こ
と
。
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じ
4
.

ーニ
0
人
程
度
を
収
容
出
来
る
こ
と
。

の
を
含
む
こ
と
。

2

外
部
か
ら
直
接
出

入
の
便
を
考
慮

4 ー． 

六
つ
程
度
を
設
け
、

そ
の
中
に

1
0
~
x1
0
~
程
度
の
広
さ
の
も

設
け
る
こ
と
。

衣

袋

室

営

室

出

待

室

楽

士

控

室

浴
室
は

、
男
女
別
に
大
小
二
摺
程
度
を

2

防
湿
に
留
意
す
る
こ
と
。

と
と
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洩
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．
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児
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仮
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。
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台
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う
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こ
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こ
と

収
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台
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収
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所
要
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光
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^

0

0
人
X
O・
ll
X
0
主
坪
＋
＝
エ
坪

〇四 五

I
 

0
 

七

一
人
当
0
・
111

坪

x^
人
十
一――
坪

三
g
o
 

四

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

距
離
が
な
る
ぺ

<
l
o
rを
超
え
な

摘

渡

t

名
匝
席
は
、
舞
台
朔
線
よ
り
の
視

一
人
当
O
・O

ill

坪
x

^

0

0

人

基
準
坪
数

―I
O
 0
 

稼

算

基

礎

一
人
当
0
・
ニ
エ
坪
x

^

0

0

人

七
の
他
及
び
廊
下

・
階
段

③
第
一
l-GlJ
場

文
楽
・

邦
楽
・
邦
舞

•

新
廟

そ
の
収
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す
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。
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。
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・
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．
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濶
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と
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。
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台
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台
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。
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用
具
等
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収
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出
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う
に
す

ロ
、
舞
台
関
係
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梁
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。
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迫
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と
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。
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台
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。
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、
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台
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付

．
楽
屋
事
務
室

玄

関
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室
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ャ
ワ
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廊
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と
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と
。
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外
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の
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接
出
入
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七
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の
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の
も
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1

四
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程
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け
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搬
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収
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収
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来
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。
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湿
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こ

と
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。
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収
容
出
来
る
こ
と

六 プ< 王i
一
四

I
 

0
 

基
準
坪
数

九

{

り
楽
屋
の
雑
音
が
外
部
に
洩
れ
な
い
よ
う
に
困
意
・
す
る
こ
と
。

り
楽
屋

は
、
舞
台
に
出
来
る
だ
け
近
く
設
け
る
こ
と
。

i

―ー
一
九
坪

XO・

＝-H

一
人
当
0
・
111

坪
x
=
1
0

人

一
人
当
O
・
＾
坪

x-―1
0

人

七
．
問

x｛
間
十
四

0

坪

栽

算

基

礎

一
人
当
ご
一
坪

x〈

0

人

ー 44 -
ー43 ~ 

’’土
↑ 0 ・-

し＊ 1·—••' 



倉 手

し土 洗
ジ

オ

関

9:¥：‘ 

~•39 

~
:
、
入

~
ム

向
能
の
演
出
に
適
す
る
よ
う
な
照
明
を
工
夫
す
る
こ
と
。

噌＇•
,
＇
、

、・:

切
定
式
舞
台
と
す
る
こ
と
。

ロ
、
舞
台
関
係

九
一
坪
）

室
i竺室

一

係
室
一

室
―

便

所

i
叫

そ
の
他
及
び
廊
下
・
階
段

る
こ
と
。

掃
除
用
具
等
を
収
納
出
来
る
よ
う
に
す

看

設

ベ
ッ
ト
を
設
け
る
こ
と
。

ラ テ

レ

ビ

関

係

場

内

放

送

照

明

監

督

室

て士で
ヮ

店

喫

茶

室

・

食

堂

休
憩
竪
湮
室
・
遊
歩
廊

特

別

室

貴
賓
の
応
接
に
適
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
P

九
九

. -
ュ ュ 王

1
0
 

＝ 
I
 

0
 

九

〇
一
五

人
当
O・lll

/ 

o' 

坪

事

務

室

斑
長
一

人
、

一
般
二
人

＝ 
r-`  ・・・-・ 

人
当
0
•
1――
坪X
七
0
0
人

坪
X
七

0
0
人

x).l-＋
＝
0

六
エ
八
坪
X
0
.
-

ェ

下

足

預

所

管
し
得
る
こ
と
。

外
套
携
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収
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狂
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と
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、
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広
く
と
る
こ
と
。

広
く
と
る
こ
と
。

り
楽
屋
の
雑
音
が
舞
台
関
係
の
室
に
洩
れ
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

結
ぷ
線
と
結
懸
り
と
な
す
角
庇
は
、
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二
度
程
度
と
す
る
こ
と
。

七
•

五
尺
程
度
、
シ
テ
柱
と
目
付
柱
を

長
さ
は
、

四
l
.――•
五
尺
程
度
、
巾
は
、

奥
行
は
、

1
0
•

四
尺
程
度

、

舞
台
床
面
か
ら
小

屋
裏
ま
で
の
高
さ
は
、

地
謡
座
の
奥
行
は
、
四
•

五
尺
程
度
、

舞
台
床
面
か
ら
欄
問
ま
で
の
高
さ
は
、

一
八

・
ニ
尺
程

度

、
白
洲
か
ら
舞
台
床
面

、ま
で
の
高
さ
一

ほ
、
三
・

三
尺
程
度
と
す
る
こ
と
。

•
]

1
0
•
五
尺
程
度
と
す
る
こ
と
。

所
要
施
設
名

舞

台

梱
間
の
長
さ
は
、

摘

要

一
九
•

五
尺
程
度
、
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録

音
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，＂ 

室

所
要
施
設
名

調

査

室

ロ

、

調

査

関

係

施

設

エ

>

ベ

ー

タ

事

務

室

資

料

修

理

室

資

料

収

蔵

肱

フ
ィ
ル
ム
等
収
蔵
屈

邦
楽
用
の
も
の

一
室
、
洋
楽
用
の
も
の

一
室
、
菌
崩
用

の
も
の
一
室
を
投
け
る

を
調
査
研
究
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
＝

摘

要

．

演
技
の
型
、
舞
台
技
術

・
郷
台
段
楷
等

需

準

坪

数

一

七

0

i二
棋

算

基

礎

ー
五

0

坪

、.、

フヽ

諌
長
一
人
、
斑
長
二
人
、

一
般
一
四
人

こ

、．， ． 

. •• 

心・

＇ 
ヽ

｀ 
:'' , • ,• ... :.9 
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ヽ.. 

i.：．．・ •9: 9 . 

1・・ ・
99プ;”や —~ --• • --・ ----・・・・・・・-・・・--・・・・・--・・・••…•“. .. 一 •- · ・・-----・一

が
作
業
出

来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

l

O

 

来
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

模
型
等
各
々
二

0
0
点
程
度
を
収
蔵
出

面

・
首

・
氾
鼻
衣
裳
・
道
具

・
楽
器

・・
9, ．． - ．-.．「-

一

立

〇

フ
ィ
ル
ム
ニ
、

0
0
0
巻
程
紅
等
を
収

i

―1
0
 

音
テ
ー
プ
一
、

0
0
0

本
租

度
等
を
収
政
一

課
長
エ
坪

X
一
人
十
斑
堡
．^

坪

＿x-一
人
十
一
般
一
坪

xI
•
人

＞
コ
ー
ド
等
収
蔵
庫

う
に
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

本
・
道
具
帳
・
悶
場
に
関
す
る
図
面
等

レ
コ

ー
ド
ー

0
、

0
0
0
枚
程
度
、
録

蔵
出
来
る
も
の
と
．す
る
こ
と
。

蔵
出
来
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

修
理
並
び
に
補
修
の
た
め
に
五
人
程
度

も
の
と
す
る
こ
と
。

五

0
、

0
0
0
冊
程
度
を
収
蔵
出
来
る

書

犀

図
審

．．
 雑
誌

・
写
真

・
楽
緒
・
演
出
台

試

写

室

1
0
0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
す

試

聴

室

ボ
ッ
ク
ス
五
つ
租
度
を
設
け
る
こ
と
。

所
要
施
設
名

閲

覧

室

摘

要

1
0
人
程
度
の
職
負
が
閲
覧
出
来
る
よ

ィ

、

資

料

関

係

施

設

ヘ

そ

の

他

及

び

廊

下

廊

下

は

、

巾

を

ひ

ろ

V
と
る
こ
と
。

同

資

料

・

調

査

蕊

成

玉

管

理

関

係

施

設

(
-r
-

＝
五
坪
）

倉

犀

簸

•
•
• 

手

洗

・
便

淫

所 室

=1
0
 

I
 

O
 0
 

ッ<

゜
1

0

 

基
準
坪
数

――1
0

 

四

六

九

坪
〉

四

六
1

0

 

フヽ

稜

算

基

礎

一
〈

一＿＿

坪

X
0
・ニ

エ
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保

持

者

集

会

室

所
要
施
設
名

運

営

審

議

員

室

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
が
集
会

・
会

購
師
一
五
人
程
度
を
収
容
出
来
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

も
の
と
す
る
こ
と
。

課
長
一
人
、
斑
長
二
人
、

一
て
~
管
理
関
係
施
設

劇
場
の
運
営
に
関
す
る
器
識
員
の
会
議

る
こ
と
。

五

0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
し
、

等

に
用
い
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
と
す

摘

要

10
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
し
、

1
0
 

基
準
坪
数

四
エ

り
各
公
卵
施
設
全
体
の
連
絡
等
に
使
利
な
位
置
に
お
く
こ
と
。

事

務

室

休

憩

室

控

室

シ

ャ

ヮ

室

一
般
六
人

一

三

養
成
生
徒
六

0
人
程
度
を
収
容
出
来
る

――1
0

 

1
0
 

男
女
別
に
設
け
る
こ
と
。

ヨ

2

男
女
別
に
設
け
る
こ
と
。

来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

準

備

室

演

醤

湯

演

習

室

所
要
施
設
名

誤

義

室

t

養
成
生
徒
六

0
人
程
度
を
収
容
出

的
技
術
並
び
に
専
門
技
術
が
実
習
出
来

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

音
楽

・
舞
踊

・・演
劇
等
に
関
す
る
基
疲

六
0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
し
、

こ
と
。

二
0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
し
、

理
論
等
の
演
習
が
出
来
る
も
の
と
す
る

映
写
出
来
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

袈
並
び
に
十
六
ミ
リ

・
ス
ラ
イ
ド
等
、も

設
け
る
こ
と
と
し
、
i
i

芸
能
に
関
す
る
閑

摘

要

1
0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
を
二
室

一
工

I
 

O
 0
 

=
l
o
 

基
準
坪
数

四

0

写

ハ

、

養

成

関

係

施

設

真

室

暗
室
を
含
む
こ
と
。

こ
と
。

=
-
工
ヰ
坪
）

p

＾
六
坪）

樅
技
の
型
等
を
撮
影
出
来
る
も
の
と
し
、
―
―

――1
0
 

誼

算

基

礎

一
人
当
一

・エ
坪

x-＝1
0

人

練
長
エ
坪

X
一
人
＋
斑
長
一
．^

坪

x―
―
人
十

一
般
一
坪

x
K
人

生
徒

一
人
当
O·
~
坪
x
K
0

人

積

算

基

礎

ー
教
室
―
1
0

坪

x――
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草 遮

転

手

室

使 i
ス
付

丁

仮

眠

阻 七`
＂．g
 

・

守

術

室

屈

僻

人

更

衣

室
デュ．

浴

室

諮

誦

販

売

施

設

食

沖 9

品

吟
ロ

療

室

霞

話

交

換

室

印

刷

室

事

務

デ-
-=1.'. 

小

会

談

室

大

会

巖

届

応

接

局

長

劉

閑

場

長

漑

場

，長

室 室 室室

る
こ
と
。

9、.:...'

ク
五
台
租
度
を
収
容
出
来
る
も
の
と
す

乗
用
車

―
二
台
、
バ
ス
三
台
、
ト
ラ
ッ

こ
と
。

．二

0
人
槌
度
収
容
出
来
る
も
の
と
す
る

一

こ
と

二
0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
す
る

」
と
9

―
1
0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
す
る

る
こ
と
。

ー
ニ
0
人
径
度
収
容
出
来
る
も
の
と
す

こ
と
。

二
0
人
裾
度
収
容
出
来
る
も
の

と
す
る

J

と。
1
0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
す
る

戦
員
の
た
め
の
も
の
と
す
る
こ
と
9

に
す
る
こ
と
。

職
員

一
0
0
人
程
度
収
容
出
来
る
よ
う

す
る
こ
と
。

敲
員
の
保
健

・
衛
生
の
た
め
の
も
の
と

休
憩
室
を
含
む
こ
と
。

活
版
印
刷
の
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

牒
長
五

人
、
斑
長
一
九
人
、
一
般
ハ
四
人

度
と
し
、

う
に
す
る
こ
と
。

漿
会

・
会
裟
等
が
出
来
る
よ

二

0
人
租
度
収
容
出
来
る
も
の
四
室
程

)
と
。

集
会

・
会
諮
等
が
出
来
る
よ
う
に
す
る

六

0
人
程
度
収
容
出
来
る
も
の
と
し
、

二
室
程
度
設
け
る
こ
と
。

！ 

11 

II 

I! 

局
長

二
人

賠
等
を
行
う
た
め
の
も
の
と
す
る

,¥
J

と。

―-。

一一

人
当

一
坪

X
―1

0

人

i
-
0

-

―
人
当
一
坪

xII
0

人

三

―
人
当
一
坪

x―1
0

人

1
 

O
 0

"

一
台
当
エ
坪

X
二
0

台

三

cっ l
o
 

1

0

 

I
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O
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F
 

五

l
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g
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i
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1
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坪
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人
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i

坪
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1
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人
十
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0

坪

課
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坪

X
五
人
＋
斑
長
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＾
坪

x
一九

人
＋

一
般

一
坪

x
{
四
人

1
 

0

坪
X
四
室

I
 

O
 
~
X
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室

局
長
一

g

坪

X
―
―
人

I 

-5 4- -5 3-

. ― ー→~ ー→~ー’-～ • 9し

,'

ー

，

．

，

＇

＇
ー

ー

•

I
.

1
,

＇

’

~



t
"，J
.＇i
F
1
 

.... ·1. •• · 
ヽ

手

国

第
⇔
第

（一）

第

備 洗

。
便

考
,
3
 

楽
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渦

派

三

：ノし
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、O
l
 

l
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九
0
-I―
坪
（

ー

i

六‘――八

0

乎
方
米
）

,
.
,
1
1
9

・
—,

2

探

台

関

係

四

七

六

観

客

席

関

係

r
o
-―八

劇

場

5

楽

屋

関

係

j

2

葬

台

関

係

、
エ
エ
七

餃

客

席

関

係

‘――
―
四

二

期

湯

四
、
九
―

――
坪
（
一
六
、

――
1

0

平
方
米
）

3

楽

屋

関

係

^

O
九

2

舞

台

関

係

九

k

k

観

客

席

関

係

r^
六

七

崩

場

i
r
k

四

ー一

坪
(

1

I
I
'
0
 l
 

i

平
＇
方
米
）

施

設

の

面

積

要

約

表

お
他
及
び
廊
下
・
階
段
一

' 

＾ 
三と プ

浴

九

―

g

坪

X
0
・ニ

室

作

業

員

室

倉

庫

水

楕

迫

過

池

煙

道

ボ
イ
ラ
ー
室
・
機
械
室
弛

冷

所
要
施
設
名

変
電
菩
電
充
放
電
室

摘

要

＾ 
=
i
o
 

I
 

O
 0
 

立

写

ュ

四

〇

そ
の
他
及
び
廊
下
・
階
[
-

暖

房

換

気

室

iii
 

O
 
0
 

盃
〇

基
準
坪
数

l
=
1
0
 

一
人
当
一
坪

X
111
0

人

ポ
イ
ラ
ー
室
三
0

坪
、
燃
料
庫
一

0

0

坪
、
機
械
室
・
ポ
ン
ブ
室
乏
）
坪

放

算

基

礎

◎

共

通

施

設

四
―
―
工

所
要
施
設
名

手

洗

・
使

倉

庶

摘

ホ

、

前

各

号

附

帯

施

設

要

（一、
0

九
七
坪
）

四雷
坪

i 

。数

管
理
用
物
品
等
を
収
納
出
来
る
も
の
と
＿
＿

す
る
こ
と
。

四

K

五
坪
）
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碇
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4. 
す
る
。

5

右
の
外
の
施
設
の
建
築
単
価
は
坪
当
り

一
0

0
'
0
 0
 0

円
と
す
る
。

2、 廷

枷
の
構
造

鉄
骨
鉄
筋
p

ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
、
特
に
耐
篠

・
耐
火
性
の
保
持

に
十
分
の
考
恋
を
払
う
こ

と
と
す
る
。

第
一
隅
場

・
第
二
劇
場
・
第
三
劇
場
の
設
客
席
お
よ
び
棉
台
関
係
施
設
の
建
築
単
価
は
坪
当
り

=i 
O
 0
、0
0
 0

円

と
す
る
。

能
楽
堂
の
観
客
席
お
よ
び
舞
台
関
係
旅
設
の
建
築
琳
価
は
坪
当
り
ii
O
 
0
、0
0
 
0

円
と
す
る
。

但
し
、
舞
台
照
明
・
舞
台
接
棉
•

音
密
再
生
設
備
関
係
の
経
毀
お
よ
び
初
度
開
弁
等
の
経
費
に
別
計
算
と

ー

因

建

築

単

価

国
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鼻
量
曹
1
『

t
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＾̀＂ 合

計

因
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設
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七
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K
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六
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(5) (4) (3) (2) 

1

第

ヘ ホ

ニ
ス
カ
レ
ー
ク
ー

エ
レ
ペ
ー
ク

ー

家

具

類

i 
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昭
和
三
十
六
年
、
七
年
度
中
に
建
築
工
事
を
完
了
す
る
。

?
i
 

ー 廷

設

年

次

計

画

昭
和
三
十
匹
年
度
中
に
建
築
設
計
懸
賞
募
集
を
完
了
す
る
。

昭
和
三
十
五
年
度
中
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
完
了
す
る
。

?
i
 ー． 這

築
設
計
案
懸
賞
孫
集

理
築
設
計
に
つ
い
て
は
、
広
く
衆
智
を
集
め
る
た
め
懸
賞
募
集
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

5
 

建
築
設
計
案
懸
賞
募
架
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
国
立
劇
場
建
築
設
計
審
査
会
を
設
筐
す
る
こ
と
と
す
る
。

6
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計

（
映
写
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へ
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写
稲
、
録
音
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、
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種
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購
入
費

ピ
ア
ノ
等
）
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哭 匹 三
ヽ 六

協
談
会
に
会
長
一
人
お
よ
び
副
会
長
二
人
を
爵
き
、
委
員
の
互
遥
に
よ
っ
て
定
め
る
，0

'

る
。

を
置
く
c

国
立
渕
場
設
立
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
文
化
財
保
設
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）

応
じ
調
査
審
酸
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
委
員
会
に
国
立
闊
場
設
立
逆
備
協
議
会
（
以
下

「
協

議

会
」
と
い
う
。
）

協
議
会
は
、
法
令
に
基
く
機
関
で
な
く
、

閣
議
決
定
に
基
く
事
実
上
の
扱
閤
と
す
る
。

協
諮
会
の
委
員
は
、
四
十
人
以
内
と
し
、
特
別
の
志
項
を
審
巖
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
。

委
員
お
よ
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
お
よ
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
委
員
会
が
委
娯
す

(1) 

(--:) 

.. ,,
 
.. I
'
 

ー

i'り

1,

＂ ー↑
1

-
，

し

ー

ー

ー

ー

ー

L

（
昭
和
三
十
一
年
四
月
十
七
日
閣
諮
決
定
）

曰
国
立
劇
湯
設
立
準
億
協
議
会
設
置
要
網
等

国
立
劇
場
設
立
準
偏
協
議
会
委
員
名
簿
等

（
昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
六
日
現
在
）

国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
設
置
要
綱

国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
の
設
置
忙
つ
い
て

の
諮
問
に
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こ
と
が
で
き
な
い
。
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事
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し
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‘̀

.
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あ
る
臨
時
委
負
の
過
半
数
を
も
つ
・で

e
,、

出
席
し
た
委
員
及
び
諮
事
に
関
係
の

．

・
＇

ぃ
．
，、食

、
ゎ
心
．s

．]

第 ．

五 ．
．． 
条．

協
議
会
は
、
委
員
及
び
鍛
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員

の
過
半
数
が
出
席
し
た
け
れ
ば

ヽ

.
t
l

可
否
．

．．
．
 

.,.
 

•.

•

•• 

．． 

．
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第

四

条

会
議
を
開
き
．
議

拭
i

―一
条
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.

.
 
＇

ン
、

J•••

• 

•• 

3
“
 

ペ
ぎ
委
良
及
び
臨
時
委
員
は
、

．
会
長
が
指
名
ず
る
3

.
3
:'‘分
科
会
に
屈
す

•
•
ヘ・

る
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る•

O
•.

•. 

の
分
科
会
に
属
す

.

.
 
‘―
 

分
科
会
長
代
理
を
置
き
、
そ

,
4

各
分
科
会
に
分
科
会
長
及
び

屈
任
委
員
令
の
設
鉗
）

分
科
会
長
代
理
及
び
会
長
の
指
名
す
る

．
．

．
一
．．． 

8
 

.
6
 

2
 

会
長
は
、
会
識
の
跛
長
と
な
り
、
際
事
を
整
理
す
る
。

会
長
及
び
郡
会
長
に
と
も
に
珀
故
が
あ
る
と
き
は
、

代
理
す
る
。

あ
ら
か
じ
め
会
長
の
指
名
す
る
委
負
が
会
長
の
職
務
を

協
躁
会
の
会
諒
は

会
長
が
詔
集
す
る
。

9

会

謡
）

5
 

そ
れ
ぞ
れ
協
談
会
の
会
長
及
び
副
会
長
が
当
る
も
の
と
す
る
'

――}
分
科
会
相
互
間
の
連
絡
潤
整

常
任
委
員
会
の
会
長
及
び
罰
会
長
に
は

、
．
協
餓
会
か
ら
附
託
さ
れ
た
事
項

2
 
常
任
委
員
会
は

さ
ど
る
。

次
に
掲
げ
る
事
項
を
つ
か

五
人
以
内
の
委
員
を
も
つ
て
組
織
す
る
。

娑

二

条

協
議
会
に
、

常
任
委
負
会
を
饂
き

会
長

副
会
長
、

分
科
会
長
、

2
 

第

二

分

科

会

第

三

分

科

会

第

四

分

科

会

一 国
立
劇
場
の
公
開
に
腺
す
る
寧
項

国
立
劇
場
の
施
設
に
関
す
る
事
項

国
立
劇
場
の
管
理
、
運
営
、

第
一
分
科
会
お
よ
び
第
二
分
科
会
は
、

経
営
に
関
す
る
事
項

そ
の
分
掌
事
項
に
係
る
国
立
爛
場
の
施
設
に
関
し
必
要
と
認
め
る
事
項

を
第
三
分
科
会
に
助
酋
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
，
の
と
す
る
。

第

分

科

会

m三＝、、

一芸
能
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
考
征
に
関
す
る
改
項

芸
能
資
料
の
収
集
、
保
存
、
展
観
に
関
す
る
事
項

芸
能
に
関
す

る
記
録
の
作
成
に
関
す
る
事
項

芸
能
伝
承
者
の
贅
成
に
関
す
る
事
項

分
科
会
の
名
称

分

そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
闊
に
褐
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

掌

蔀

項

分
掌
す
る
事
項
は

第

（
分
科
会
の
設
置
）

条

国
立
劇
場
設
立
準
備
協
緞
会

（
以
下

．
「
協
昭
会
」

と
い
う
9

に
、
左
表
上
欄
に
揺
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
そ
の

③
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
運
営
規
則

（
昭
和

i

二
十
一
年
七
月
六
日
総
会
決
定
）

<
協
餓
会
の
庶
務
は
、

＾
、
協
議
会
の
存
統
期
間
は

国
立
廟
湯
開
設
ま
で
の
間
と
す
る
。

委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
処
理
す
る
。

穴

関
係
行
政
機
関
の
職
員
は
、

会
長
の
求
め
に
応
じ
、

協
議
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
ぺ
る
こ
と
が
で
き
る

6
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同 問 同 同 両 委 同 副 会 役

会
負 長 長 名

伊 石 石 石 阿 足 河 久 小
保 氏

藤 原 坂 井 部 立 竹 田 宮

丑 周 泰 真 繁 万 豊

之 太 名

朔 夫 漠 助 正 俊 郎 隆
1 -

舞 大 経 紐 政 東

孟§仕眉l a a 日ム゚ 喜
済 払＂コ 京 本本本

装 団 踊 評 商 芸演学 現

低 主 体 論 工 術劇士

家 計 迎 家 家 会 院協院

局 ＾ ロ

簸 博 会会会 載

長 会 所 只々負

長 会 物 長

頭 館
長

住

所

電

話

゜
1 

.. →・・ ・ .. • 4 - .  ．．． 

゜
．．，．0 ．．．．．．．0 ．， 2 

" '..''....． ↓， . ... ·~·... .疇 . ．． ， .

゜
0 000  。5 

'''→ 
．．．．，卜'.. ...,...

゜ ゜
ooo 

゜
4 ....... ......... ........ 

゜ ゜ ゜
000  

゜
常

..-`-―--•一，一••一·— -..--

註

常第第第第
任四三ニー
委 分 分 分 分
員科科科科
会会会会 会

常四521 

-7 0ニ

0
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
委
員

昭
和
＝
二
十
四
年
六
月

一
日

現

在

（二

長
が
定
め
る
。

第
十
四
条

（
雑

第
十
一
ー
茶

／
常
任
委
員
会
の
審
議
結
果
等

の
報
告
）

第
十
一
茶

第
十
一
条

ー

~ヘ
．
 

．
 
，
 ．

 

建
諮
案
を
採
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
案
を
作
り
、
三

人
以
上
の
贅
成
者
と
連
署
し
て
、
会
長
に
差
し
出
さ

識
事
の
採
決
は
、
起
立
又
は
挙
手
に
よ
っ
て
を
め
る
。
た
だ
し

、
殿

決

に
よ

り
、
記
名
役
累
又
は
無
記
名
投

文
化
財
保
該
委
只
会
の
委
員
及
び
平
務
局
職
員
は
｀
会
敵
に
お
い
て
発
言
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
i

―一
条
か

ら
第
六

条
ま

で
、
第
八
条
及

び
前
条

の
規
定
は
分
科
会
及
び
常
任
委
只
会
の
会
議
に

つ
い

て
準
用

分
科
会
長
は
、
会
臨
を
招
集
し
よ
う
と

す
る
と
を
は
、
会
長
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な

い。

（
分
科
会
の
審
畿
結
果
等
の
報
告
）

分
科
会
長
は
、
分
科
会
の

開
他

の
つ
ど
、

そ
の
審
議

の
経
過
及
ぴ
結
果
を
会
長
に
報
告
す
る
も

の
と
す
る

。

会
長

は
、
常
任
委
只
会
の
審
隊

の
経
過
及
ひ
結
果
を
協
議
会
に

報
告
す
る
も

の
と
す

る
。

則
）こ

の
規
則
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、

協
議
会
の
遅
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は

、
常
任
委
員
会
の
議
を
経
て
会

国
立
劇
場
設
立
準
惰
協
議
会
各
種

委
員

（
五
十
音
顧
）

す

る
b

第

十

条

第

九

条

採
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

第

八

条

な
け

れ
ば
な
ら
な
い

。

第

七

条

第

六

条

発

甘

し
よ
う

と
す
る
者

は`

厳
長

の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
数
の
と
き

は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る

。
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同 問 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同
--

同 同 ｀ 同
ー・
釈l 同 阿 同 同 同 同 同 問 委 凹

本

田

親

男

堀

内

敬

福

田
乎

山

繁 甜j

野

村
花

（

疇

柳

訂

噴

秀

新

関

良

雄

内

際

多

仲

谷

口
高

見

杉

吉

郎 郎

底

橋

歳

雄

高

梱

滅
一
郎

造

助

日
本
新
聞
協
会
々
長

巽

踊

家

日
本
舞
踊
協
会
理
革

共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
長

大
阪
商
工
会
酸
所
会
顛

日
本
芸
術
院
長

文
部
政
務
次
官

東
京
工
業
大
学
教
授

早
稲
田
大
学
教
授

日
本
放
送
協
会
々
長

東
京
大
学
教
授

文
部
省
社
会
教
育
局
長

音
楽
脚
勘
家

財
団
法

人
演
閲
研
究
会

常
務
理
咽

柴

田

達

夫

一

建

設

事

務

次

官

＇

．
 

• 
•

ヘ

1

,'ー
！
！

゜0 0 

0 0 0 

9--•99 - ° --—- --0 0 

0 0 0 

゜ ゜
C〉

゜
゜ー ー 。
号゚

仄 名 ！

柊小＾喜岸 駐 賀 加 小 大 上 岩 稲 伊

＾ 
市炭

＾ 
氏

都原林 JII斗田 島 匝 膵 汀 谷 野 井 田 ・千際

猿 • 田
行之政日 甚 正 成 利 竹 直 清是固

広 助 出 智 次 也 名 I
ツ治雄ッ泰刀 ＝ 維 之 得 郎 昭 荘 世ヒご孝 ＇ •一 •,1

邦 文 日日束 政 大 女 団 松 烈 苔国文荻新 I 
邦本本京 治 蔵 子 家 竹 :.t ;:1本部

I 

楽 省芸俳大 ・評 省 美 公 株 澤 局労 こF li.li月 現！
管術桜学 密 たu- 研 安 式 ，行長仰務

家 理院協教 家 財 大 委 会 ・大 組次家俳 I 

局会会授 局 翠 負 1'会9.LL 、・→ ・ ムロ官 瞑 I 
長只々 長 長 ：乏総 俊 I 

長 長評
践
会

住

所

電

話
... .. 

゜ ゜ ゜
1 

゜
2 

゜゚ ゜ ゜
5 .. 

゜
rヽ

゜
4 

゜ ゜゚ ゜
笠
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に
と
"P'
＇
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同 問 同 同 同 同 同 問 岡

'
同 同 同 同

,
 

薗 砂

原

美

智
子

菅

釈

ヽ

．．
 

'
 

広

茂
卓

白

井

鉄

造

柴

田

睦

陸

佐

藤

孝

桜

井

良

雄

近

衡

秀

麿

郡

可

正

勝

吉

川

英

史

北

村

喜

八

金

井

忠

次

郎

糟

谷

這

明

小

塚

新

一

郎

演

出

家

衷
京
芸
術
大
学
助
教
授

指

揮
建
設
省
営
箱
局
長

者

都
民
劇
場
事
務
局
長

舞
台
装
匿
家

音
楽
評
論
家

早
稲
田
大
学
助
教
授

東
京
大
学
教
授

演
親
評
論
家

オ
ペ
ラ
歌
手

宮
内
庁
式
部
瞭
楽
部
啜
託

国
際
演
膨
協
会
日
本
セ
ソ

ク
ー
理
事
長

東
京
芸
術
大
学
焚
，
学
部
長

゜ ゜

•• 

’
~
.,
I 

1

,

_

.

 
-

、・

Q 

゜
0
1
0
 

〇
＿ ゜゚

0 

゜
。

゜゚ ゜゚
9
,
 

，
 

．
 

.

.
 
9
,

、
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伺 同 同 同 同 問 問 同

＇ 
同 同 同 委 ・役

負 名

緻 厖 遠 伊 池 有
八^  直 脊 吉 山 安 森

氏
田 崎 脚 藤 谷 馬 沢 原 山 田 出 井 永

音 宏 俄 滋 作 大 喜 英 圭 五： 久 萩 貞
太 五 美 十 名

也 次 吾 郎 郎 郎 男 了 男 八 就 郎 郎

舞 演 演 鐸 日 国 舞 舞 演 日 外 大
台 劇 劇 本 立 台 熙 本 務 蔵
装 評 評 踊 鐸 音 照 評 出 芸 事 事 現
置 論 綸 踊 楽 朋 諭 術 務 務
家 家 家 家 協 大 家 家 家 院 次 次

会 学 会 官 官 職
・事： 長 負
務
局
長

住

所

霞

・話

゜ ゜
1 

゜゚ ゜゚
-0 9-• 0 2 

゜ ゜
二

゜゚ ゜゚
・O 5 

゜
4 

0 ，常

5
 

., 

一
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森安吉

J 11 

岩義

雄

加
寿
子雄
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田 ・ペ；．．名

ゞ・，•生
'! ,,. 

"'' 嘉定 ，‘．．．‘.

＇ . .. 、'・ ...、.
章忠'.・.,;:

‘ . .. . . .•., .. ,'：．．．.. 
邦 ・• N. .,... 
楽 ．．.・ ~ 、 ,,予 :ゞ
研 • H..:，; 

.•• ,;·,.•:: 

塁 i•Y、
. ・" ．． .、 .,,・• ↓ .,．・^. .. -. 

. 、.

水
．乞
＿

9-
三三

谷宅

八
重
子

林

亮

太

郎

宅

周

太

郎
襄

•

新
派
俳
俊

舞
台
装
置
家

演
劇
評
諭
家

能
楽
評
論
家

東
宝
株
式
会
社
取
締
役

東
京
芸
術
大
学
教
授

．

日
本
放
送
協
会
芸
能
局
長

、
-.
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哀渡

田辺
食
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田

，
幸
三
郎昇

．．
 

邦
楽
研
究
家

吉
田
音
楽
事
務
所
代
表
者

雄
一
指

揮

者

備

考

.・.. 

．．臨本

．`計、時 委

．． き～
， 只只,., 
, . 

.̀、． l .．

ベ ・・八四四 —- ． 
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同 同 同 同 同 同 同 后J 岡 同 同 同， 役

名

星 藤 浜 長 野 中 利 土 遠 戸 田 田 高
谷 々 能 氏

原 村 JII 村 島 倉 岐 山 板 中 中 田

偕 義 米 勘 戒 欣 幸 菩 静 康 徳 せ

兵 兵 し‘ 名
衛 江 蔵 衛 匿 雄 良 治 子

究 N オ 演 舞 能 東 演 日 舞 演 舞 文 全
所・ ベ 劇 ムロ 楽 京 劇 本 ムロ 劇 4 ロ 部 日 ．

H ラ 評 装 研 芸 評 芸 照 評 装 省 本 ＇現
音~ ． 歌 説 留 究 術 諭 術 明 諭 匿 管` 舞
器K 手 家 家 家 大 家 院 家 家 家 理 踊
部放 学 会 局 協 腺
長送 教 負 ・施 会
技 授 設 々
術 部 長

研 長

住

所

電

話

ー・

゜゚
。

゜
1 。

゜ ゜゚ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜゚
3 

4 

常l

-7 5-



(3) 

会

長

代

理

伊

膵

宰

忠

朔

会
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菅
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